
フーゴー・ヴォルフの初期歌曲群における様式的特徴(その2)

一歌唱ノミートの同音反復を中心に一

梅林部子

1 . 研究匡的

本稿は、フーゴー・ヴオノレブ Wolf， Hugo (1860・1903)の初期歌曲群

における歌唱パートの同音反復と、梅林 1999で明らかにした、その能

の音楽的要素-特教的な歌唱旋津の形態、ハーモニ一、ダイナミクスー

の、年代別額向を比較し、伎の創作期区分について検討するものである。

ヴォノレブは、生涯に 314歯の歌曲を残しているが、作曲を始めた 1875

年から 87年までの約 13年間iこ、そのうちの 87曲を作出した。これら

の作品を、集中的な作曲活動が行われた 1888年(盛期)の最初に作曲

された歌曲集、 。虫唱とピアノのためのエードワアルト・メーリケによ

る詩集 Gedichtevon Eduard Morikeおreine Singstimme und 

Klavier)) と比較すると、上述の三つの音楽的要素において、その変遷

は、年代的に互いに類叡の、四期の創作期に区分された(権林

1999:51・531) 0 

一方、彼の全歌曲には、特に歌唱旋律において同音反援が多用される

という、顕著な特徴が見られる(梅林 1999:41)0 しかし、その初期歌

曲群における用法や傾向と 他の音楽的要素との関わりは、これまで充

分に論じられていなし、。そこで、本語では、ヴォノレブの全歌曲における

同音反復の用法を整理した上で、初期歌曲群全 87告を対象に年代百lJの特

徴を示し、能の三種の音楽的要素に拠る創作期区分との関わりと、その

意味について考察を試みたいc
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2. 同音反復の用法

2.1 分析の手顕

前項で述べたように ヴオノレフの歌曲の歌唱ノえートには同音反復が多

用されているが、その用法は様々であるため、楽企分析を通じて線分化

することが可能であるc 細分化にあたって、本論で用いる同音反復の分

析、及び分類は、独自の方法を取るので、以下に説明するD

分析は、まず便宜上、一詩行一単位として分割を行った歌唱旋律を観

察し 2、そこに見られる同音反復が、詩との関わりから、言葉を強調する

ためにどのように機能するかについて、或いは言葉と直接的な関わりが

見出されない場合、音楽酉で、果たす役訴について着目する。そして伎の

全歌曲において観察される全ての罰音反復を拾出し、その使用法ごとに

区分けを行う c しかし、この用法による分類は、各々使用頻度が大きく

異なっているため、次項目で提示する分類は、彼の同音反復の用法のな

かで、主となるもののみを扱いたいえ

2.2 需音反復の分類

特徴的な同音反復の用法としては、大きく次の 3種類が挙げられる。

(1) 同音反復内のいずれかの音が強調される形

(2J詞音反復以外の音に強調点を作るための同音反復

[3J音譜と関連する同音反復

まず(1)は、複数音から成る罰音反複を、詩の言葉の強調との関連か

ら分類したもので、同音反復の音数と強調部分により、更に次のように

分けられる。

(1) 同音反復内のいずれかの音が強調される形

①三音以上から成る同音反復
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②二音から成る同音反復

③他の音が挿入されることにより、同音反護内の一音が強調される形

@同音反復部分を、他と切り離すことによって強調する形

次に、 (2J同音反復以外の音に強調点を作るための同音反復、の形に

ついて、述べたい。これも [lJ と同様、詩の言葉の強調部分に基づき、

同音反復を二種類に分類することができる口

[2J 同音反復以外の音に強謂点を作るための同音反復

@同音反復の直後の音が強調される形

②同音反復に他の音が挿入されることにより、その挿入音が強調され

る形

ここまでに挙げた白〕と〔訟の同音反復型は、強調点がその内部に

あるか、外部にあるかの違いはあっても、詩の詞々の語の強読や表現に

深く関わっているG しかし、次の [3J音搭と関連する胃音反復、は詩の

内容表現を表す場合か、吾楽的に歌唱旋葎の動きの一部として機能する

場合、或いはその双方の役割を担うものである。ヴォノレブにとって音階

は、詩の内容表現と直接関連がなくても用いられる音楽語法の一つであ

り、それに同音反復が組み合わせられたものが、この〔おとなる。その

ため、多くは詩の内容表現と直接的な関係、を見出すことが難しく、また、

詩の解釈によっては、この型の同音反復が内容と関係しているかどうか、

判断することが困難な場合も多いc そこで、次の分類は、語の強調や表

現との関わりよりも、音階の方向性を焦点としてまとめている。

(3J音賠と関連する同音反復

①下降する音階と関連する同音反復

②上昇する音階と関連する同吾反復

以上に提示した (lJ~ [3Jの分類は、全て同音反復と能の音楽的特
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徴〈強弱、長短、前後の音程関係の変化や、音階との関連)の関係を基

に行ったものである。つまり、同膏反復自捧は、間じ音の羅列に過ぎな

いが、これに関わる苦楽的特徴により差異が生まれ、その変化が各分類

を形作っていると言えよう。

3. 同音反復の積荷

この間音反復の主要な用法 (lJ--(3Jについて、 1875--87年までの

特徴をまとめると、その傾向は、数年を単位として括ることができる七

そこで以下に、複数年にわたって見られる傾向を、次の{表 1]に示す。

【表 1]1875........87年のリートにおける同音反復の傾向

λよ[1]、 (2)、 [3J [1] (2) [3J 

1875 ( 4) -号寺徴の指構が盟難 -①の割合が -①のみ -下降音階と

1876(17) ほぽ1/5で安定 -②の使用 関連する間音反

1877 ( 7) 〔けが半数前後、 (徐々 に按少〉 復が 60%前後

1878 (27) (2Jが1/4強 ①の書11合 が

1879 ( 3) (3J の識少 約 1/3に増加 -①のみ -下捧音階が

1880 ( 6) (3)の増加 更に増加

1881 ( 1) . -舎の減少 -上昇音階の

1882 ( 4) (2)の増加 -②の使用 増加

1883 ( 9)' (1]の多用iこ対し、 -・①の増加 (増加) -下降音譜の増加

1884 ( 1) (2)は少ない→盛期の -①のみ →盛期との類似

1886 ( 3) 額拘と類似 .CDが再度減少

1887 ( 8) -撞類の増加

→盛期との類似

このように、各反復型の額向も、また全体としての傾向も、五段階に

わたる変化を遂げて、 1888年のリートにつながっていることが指嬬でき

る。そしてこの段階的な変化は、それぞ、れ変化する年が異なっているが、

大きくまとめると 1875--78年前後までを第工期、 78年前後---83年、

または84年までを第2期、以後 87年までを第3期と括ることも可能で

ある。この時期区分は、 88年に向けた、同音反復の!慎序だった発達を表
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すものではない。しかし、概ね第 i期で、はヴオノレフ的な詞音反復の特徴

の萌芽が観察され、第2期においては様々な用法が試されることで、次

の時期につながっている。そして、第3期では全体として、 1888年以降

の特徴に近づきつつあると言えよう c

4. 初期叡菌群における創作期領向

この同音反復の区分を、既に同じ初期歌曲群において明らかとした、

特徴的な歌唱旋律の形態や、和声、ダイナミクスの三つの音楽的要素に

おける創作期傾向(梅林 1999:51・53) と比較したい。

この三つの音楽的要素の様式的特徴は、それぞれ四期に年代亙分する

ことができた。第 i期は 1875'"'"'77年(ダイナミクスのみ 76年まで)、

第2期は 1878'"'"'79年(ダイナミクスは 77'"'"'78年)、第3期は 1880'"'"'

84年{ダイナミクスは 79年から)、第4期は 1884'"'"'87年までである。

この創作期区分では、援ね第1期が習作類、第2期は歌唱旋律において、

盛期のヴオノレフ作品に観察される特徴が見られる。そして第 3期では、

特徴的な歌唱旋律の使用は減少しているが、諦?生構造とダイナミクスに

おいて、盛期作品の特徴が観察され、第4期では逆に、歌唱旋律におい

ては盛期的な特徴が観察されるのに対し、調性とダイナミクスにおいて

は、試行語誤的な取り扱いがなされていたc

これを同音反復の三期の区分と比較すると、時期的に第 1期はほぼ重

なり、同音反復の第2期が三つの音楽的要素の第2期及び第 3期に、同

音反復の第3期が三つの音楽的要素の第4期とほぼ同じとなる3 つまり、

同音反復の第 2期が三つの音楽的要素において、二つに分かれる以外、

ほぼ同じ年代区分となるのであるc 一方、その内容を見ると、第 1期は

どちらも習作期と捉えられるが、同吾反復の第 2期にあたる時期は、同
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音反復の用法と共iこ、三つの音楽的要素も様々な手法を試み、ヴオノレブ

が盛期に向かい、多様な音楽語法を試用している様子が窺える。そして

同音反復の第3期では、向者反復も含めて、歌唱旋律においては盛期作

品とほぼ同じ傾向が見られることから、ほぽ盛期の状態が確立している

が、調性とダイナミクスでは、盛期に向けてまだ調整が続けられている

のである。

5. まとめ

本稿では、ヴォノレフの初期歌曲群の、歌唱ノtートにおける同音反復を、

大きく (1) 同音反復内のいずれかの音が強調される形、 (2) 同音反復

以外の音に強調点を作るための同音反復、 [3J音階と関連する同音反復

の三種類に分類し、その特徴と年代JjfJ額向を明らかにした上で、特徴的

な歌唱旋律、調性、ダイナミクスの三つの音楽的要素における創作期区

分との比較検討を行ってきた5

その結果として、これまで、ヴォルブの初期歌曲群の様式的特徴におけ

る創作期区分を、三つの音楽的要素の特徴から、全四期に分けていたが、

同音反復の観点を含めると、第 1期:習作期 (1875"-'78年前後)、第2

期:試行期(第 1部:78年前後-----79年前後、第2部:79年前後-----83年、

または例年)、第3期:確立期、または移行期(以後 87年まで)とい

う形で、第2期を二部分に分けた形で広く捉えることが可能である。ま

た現時点で、第 3期は、歌唱旋律においては確立期、ダイナミクスや謂

性においては盛期への移行期と捉えられるG しかし、更に値の音楽的特

徴から、初期歌曲群の変遷を捉えることによって、彼の創作期区分は、

より明確、かつ詳細なものになるであろう号今後の課題として検討を進

めたい。

48 



註

1 )詩林 1999では、 88年の2曲も初期歌曲群に含めたが、その後の換討により、

今回はこの 2畠を皇室期の洋品と考え、考察の対象に含めない。

2) 必要に応じて、詩の護数行にわたる反復にも応用される。

3) 向晋反復の全用語、及び全用例について辻、梅林 2001:68・78を参照されたい。

4)との表の基となるデータは、 (1)、 (2)、 (3)全体の使用傾向については[医

1}、 (I) '" [3Jの各数値については{表 2}，こ示す。
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{表2) (lJ、 (2J、 (3Jの内訳
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註:この表は、同音反復の用いられている個所を 1っと数えているが、一筒所で複数の機能を有するものは、複数の

分類に含めている。つまり、集計は「のべ数j の形を取っている。


